
安全衛生委員会において計画した各年度の主な取り組みを各拠点の安

全衛生部会で推進しています。

健康推進の目的
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社員の健康維持・増進への取り組みがモチベーションや生産性を向上させ、企業の収益拡

大にもつながるとの方針の下、「自分の安全・健康は自分が守る、みんな（職場の仲間）の

安全・健康も自分が守る」をスローガンに、「健康経営」を経営戦略の一環として取り組んでい

ます。
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主な取り組み

【労働時間の適正化】

PCのログオン・ログオフ時刻をシステム上に記録し、労働時間を適正に管理することに加え、

フレックス制度を活用することで、過重労働の防止に努めています。長時間労働者に対しては

産業医による面談において、健康管理に向けた適切な助言・指導を行っています。
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主な取り組み

【社員の健康の保持・増進】

社員の健康の保持・増進に向け、定期健康診断の充実と、診断結果を踏まえた保健指導

体制の強化を図っています。

さらに、生活習慣病対策として、ICTを活用した特定保健指導の実施や、健康保険組合と

連携したウエアラブル端末活用による日々の歩数等のバイタルデータを記録・確認できるアプリ

「dヘルスケア」の活用等、社員の健康行動のサポートを実施しています。

今後もこれらの施策に取り組むと同時に、メンタルヘルス・生活習慣病に着眼した施策を展

開し、社員の健康づくりに寄り添い、さらなる健康経営の推進に取り組んでいきます。

【メンタルヘルスケア】

メンタルヘルスに関して社内外に相談窓口を設けており、メンタルヘルスカウンセリングサービス

やセカンドオピニオンサービス、がん治療と仕事と両立支援サービス等を提供しています。

加えて、新たなワークスタイル（デジタル・リモート・オンライン）を推進していく中においては、こ

れまで以上に社員の変調等を見落とすことなく把握し、必要なサポートをしていくことが重要で

あることから、社員自身による変調の把握（セルフケア）および、上長とのコミュニケーション

（ラインケア）を促すパルスサーベイを導入する等のメンタルヘルス対策を実施しています。

【充実した福利厚生】

選択型福利厚生制度（カフェテリアプラン）を導入しています。社員各自にポイントが付与

され、健康機器の取得支援等の健康増進に加え、財産形成等も含めた幅広いカフェテリアメ

ニューの他、フィットネスクラブの利用補助等の運動促進をメニューとして盛り込んだ「NTTベネ

フィット・パッケージ」等、魅力ある福利厚生サービスを提供しています。


